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號三第卷二第誌雜究硏物植 
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〇某市小學校長會編纂『教授細目』中/搾葉卜筍等 

橫疆物會會員 原. 虎之助 

東京ヲ南一一距 〆 七里許ノ處-一有名ナダ開港場ガアル縣廳、稅關ナドモアッテ殷富ナ市ヲナシテ居，同市ノ小學 
校.ノ校長連ガ多數相集ィーズ多クノ 貴重 ナル時間ヲ消シ且多額ノ費用ヲ擲チテ敎授ノ細目ヲ作リ之ヲ「小學校各 
科敎授細目」卜題セ，一書トナシ其市ノ市役所デ發行シ市內ノ各小學校二配布セシモノヲ謹ンデ拜讀スグ-1其 
書中一一、 v 隨分卜驚キ入ッタ書キ方ヲシテア，モノガア 〆 ノヲ見夕今其ーニノ例ヲ擧グレパ栗ヲ授ク 〆 二當リ雌 
雄花ノ附キタ，栗ノ搾葉ヲ多數一一用意セヨト希望シテアル要スグ - 一是レハー向二其要旨ガ徹底シテ居ナィ元來 
理科ナ，學科ハ生キタ 〆 實物一ーヨリテ授ク，ノガ最モ有効デ且最モ生氣ア 〆 敎授法卜謂ハネパナラヌ然 〆 -一栗 
ノ搾葉ノ用意卜來テハ用意ノ仕方ガ寧&粗略デアル佘ヲシテ此事-一就キ希望ヲ述べシムルナラバ栗ノ花ノ生キ 
夕實物ヲ用意セヨトスルノデア，、又搾葉トハ何ノ事力多分腊葉ノ誤デアラウト思フガ苟モ諸敎員-一對シテ敎 

某市小學校長會編纂『教授細目』中ノ榷葉卜筍等 - 
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某市小學校長會編纂『敎授細目』中ノ榷葉卜筍等 _ __ 

授ノ 方針 ヲ示サントス，指導者ガ此賭 易キ 文字 ヲ誤ルナドハ頗 〆 滑稽 デア， 否ナ極 メー 7" 疎漏 デア，搾ハしぼる 
卜云フ義ノ字ユエ捧葉卜書ヶ パ 是レハ腊葉ノ誤リデ K \ 卜 知ラヌ 人々ニ ハ此搾リ葉トハ何ノコトカ少シモ其 意 
味'力解シ得ヌ コトニ ナ，デアラウ 

次.- 1 圖晝科-一於テ筍ノ繪ヲ畫カシムグ-一當リ左ノ圖\上者ノ如ク皮 (箨) /組合方ヲ ニーノ 順序， |畫ケト 註文シ 
テア .〆 若シ之レー！據 リテ晝 カンカ忽チ其圖ノ下者/如クー節 1 一三四枚ノ秦ガアリソクナ筍 ノ晝ガ 出來 上ラネ バ 
ナラヌヲンナ筍ハ世界中何處ヲ尋ネ テ モア.ルマィト思フ元來竹ハ禾本科/植物デア， カラ 其筍モ葉 (箨、ノ葉ノ 
變ジタモノデア， ) ノ着 キ方ハ lj2 ノ互生デア. 〆 、聞ク所一ー ヨン バ此書ヲ編纂スグ際二 相 當硏究者 ノ忠吿モア 

ッタソクデアルガ 編者 ハ其誤リヲ正スノ 
雅量モナク傲然卜其マ、一一其書ヲ出版セ 
シニヨリ忽チーー此樣ナ失體ヲ曝露スルコ 
トトナッタノデアダ若シ此書一一盲從シ之 
ヲ其ママ用ヰテ生徒-一敎授スル敎員アレ 
\其生徒コソヨィ迷 M デアグ 

右ノ外尙 同書 ノ第七 頁-一 「つつじ もち卜稱スル葉肉ノ厚サ.デナ リタ 〆 部ハ蜂 其 他ノ昆蟲ノ巢 ナジ」トアレドモ 
此つつじ 珞ちハ Exobasidi—japonii S3RAJ. 卜稱ス，餅病菌(植物)ノ寄生デ出來タモノデ昆蟲ハ|切之 レ , 一 
關係ハ ナィ 之ヲ昆蟲ノ巢 ダナ ドト云フノハヨィ加減ナ想像デアダ 

又同ジ第七頁-一「竹ハ ー般11 中空ナ PS 卜雖モ 臺機 產ノモノーーハ中實ナ，モノアヲ」トアレド乇是ンモマズィ臺« 
デ乇全然中實ナ竹ノ種類ハ無ィ同島ニハ刺竹卜呼ブ竹ガアッテ其稈 / 或 〆 モノハタダ本ノ方ガ 全ク實シーア居 V 
場合 モアルガ然シ多少中空-ーナッタ居，モノガ多ィ此ノ様 -1 本ノ方ハ肉ガ厚クテ，稈ニヨリ或 - >■* 全ク實シ或 ハ 多 
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少中空デハアグガ中部以上ハドノ稈デモ漸々肉ガ薄クナッタ尋常ノ竹ノ樣-一大ナ，空洞トナッテ居，、彼ノ籐 
ノ樣 -1 全然中實シタ竹ノ種類ハ臺灣デモ見ラレナイパカリデナク恐ラクコンナ竹ハ何處一ーモアダマイ 
又第八頁-一「にがな、じしば6等」トア 〆 此じしば6ハ當二ぢしば6卜書カネバナラヌ是ンハ地縛ノ意デア， 
カラデア 〆 

又第十頁二「かきつばた、太キ脈アリ幅廣シ」トアレドモかきつばた/葉-ーハ決シテ太キ脈ハナイ 
又第十八頁-一「觀賞用ノ菊ハ花部ノ變化甚ダシク結實セザ 〆 モノ多シ爲メーー 根分ケ揷木-ーヨリテ繁殖セシム」 
トア 〆 ガ是レモ徹底シタ書キ方デハナイ、菊ノ花ノ舌狀花ニハ種々ノ變化ハアグガ大抵ハ嚴存セ，中心花卜共 
-1 &實シ能ク種子ガ出來，菊作リハ此種子ヲ蒔テ變リ品ヲ索ム，事ガア 〆 又菊ノ极分ケ、菊ノ柿 木、 ノ何ニモ花 
-1 種子ガ出來ナイカラス 〆 方法デハナイ是レハ親木通リノ品種ヲ續カシテ.作リタイカラデア， 

思フ-1上-一擧ゲタ樣ナ滑稽ヤ誤謬ハー日モ早ク訂正シ確實ナ，智識ヲ少國民二授ケランンコトヲ切-一望ム 

〇民間藥トシテあ a どころ並二おもと/功能 

橫濱植物會會員 ■ 伊藤初太郞 

あまどころ 及ビ なるこゆ ノ功能 此兩者ハ素人-ーハ見分ケガ出來ヌト見 H テ千葉縣下デハ共一一あまどろ卜 
俗稱シ テ居，、手足ヲ觀キシ時其局所へ該草ノ地下莖ヲ擦リ潰シ之ンニ少量ノ糊ヲ加へ貼附スル時ハ僅力數日. 
■=• シテ全癒ス，同地方-一ーグハ皆此療法ヲ用ヰ更二醫藥ヲ顧ミ'ナイ程デアグ冬時 r グハ豫ジメ該草自生ノ地ヲ覺 
エオキテ掘リ採テ用クダ 

おもとノ功能 或，人カラ「何-一咳一ーヨラズ咳ノ出，時ハ/?もとノ极即チだんご又ノ名いも「實ハ地下莖〕 

:ヲ擦 9潰シ其汁ヲ度々服用シーブ可イ」卜聞イタ、ソコデ自分、ン之ヲ實驗シテ見タガ頗 〆 能ク利イタ即チ其法ハ 
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民間藥トシテあまどころ並-一おもとノ功能 











